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幼
稚
園
・
認
定
こ
ど
も
園

（
教
育
標
準
時
間
認
定
）

■
申
込
方
法

　

入
園
を
希
望
す
る
施
設
へ
書
類

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
受
付
期
間

　

９
月
10
日
㈪
〜
28
日
㈮

　

保
育
園
・
認
定
こ
ど
も

園
の
見
学

　

平
成
31
年
４
月
に
教
育
・
保
育

施
設
の
入
園
を
希
望
さ
れ
る
場
合

は
、
事
前
に
希
望
す
る
施
設
の
見

学
を
行
い
、
保
育
内
容
な
ど
を
確

認
の
う
え
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
施
設
の

見
学
に
あ
た
っ
て
は
、
必
ず
事
前

に
各
施
設
に
お
問
い
合
わ
せ
い
た

だ
き
、
見
学
の
予
約
を
し
て
く
だ

さ
い
。

　

保
育
園
入
園
に
関
す
る

Ｑ
＆
Ａ

Ｑ
１
．
認
定
こ
ど
も
園
っ
て
ど
ん

な
施
設
な
の
？

Ａ
１
．
認
定
こ
ど
も
園
は
、
幼
稚

園
と
保
育
園
の
機
能
や
特
長
を
併

せ
も
つ
施
設
で
す
。

Ｑ
２
．
１
号
認
定
、
２
号
認
定
、

３
号
認
定
っ
て
ど
う
違
う
の
？

Ａ
２
．
１
号
認
定
は
満
３
歳
以
上

で
幼
稚
園
・
認
定
こ
ど
も
園
に
幼

稚
園
生
と
し
て
通
う
方
。

　

２
号
認
定
は
満
３
歳
以
上
で
保

育
園
・
認
定
こ
ど
も
園
に
保
育
園

生
と
し
て
通
う
方
。

　

３
号
認
定
は
満
３
歳
未
満
で
保

育
園
・
認
定
こ
ど
も
園
に
保
育
園

生
と
し
て
通
う
方
。

　

な
お
、
２
号
認
定
、
３
号
認
定

を
受
け
る
場
合
は
就
労
な
ど
の

「
保
育
が
必
要
な
事
由
」
が
必
要

に
な
り
ま
す
。

Ｑ
３
．
早
く
申
し
込
み
を
し
た
方

が
、
入
所
し
や
す
い
の
？

Ａ
３
．
早
く
申
し
込
み
を
し
た
か

ら
と
い
っ
て
審
査
で
優
遇
さ
れ
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
４
月
入
園

も
、
年
度
途
中
で
の
入
園
も
申
込

期
日
の
締
切
日
ま
で
受
付
を
し
た

後
に
、
審
査
を
行
い
ま
す
。

•

災
害
復
旧
に
当
た
っ
て
い
る

•

求
職
活
動
を
継
続
的
に
行
っ
て

い
る

•

就
学
（
高
等
学
校
、
大
学
に
在

学
し
て
い
る
、
ま
た
は
職
業
訓
練

校
等
に
お
け
る
職
業
訓
練
を
し
て

い
る
）

•

虐
待
、
Ｄ
Ｖ
の
恐
れ
が
あ
る
場
合

•

そ
の
他
前
項
目
に
類
す
る
状
態

で
あ
る
と
市
が
認
め
た
場
合

■
審
査
結
果

　

申
込
書
類
提
出
後
、
入
園
基
準

等
の
審
査
を
行
い
、
平
成
31
年
１

月
以
降
に
結
果
を
通
知
し
ま
す
。

　

入
園
が
内
定
し
て
も
、
面
接
、

健
康
診
断
の
結
果
に
よ
り
集
団
保

育
に
適
さ
な
い
と
判
断
さ
れ
た
場

合
は
入
園
を
承
諾
で
き
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　

申
し
込
み
内
容
に
虚
偽
が
あ
っ

た
場
合
は
、
入
園
（
内
定
）
を
取

り
消
す
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

申
し
込
み
児
童
数
が
年
齢
ご
と

の
定
員
を
超
え
た
場
合
は
、
入
園

で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

市
外
に
住
所
が
あ
る
方
は
、
住

所
地
の
役
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
仕
事
等
の
都
合

に
よ
り
、
市
外
の
保
育
園
を
ご
希

望
の
場
合
は
、
こ
ど
も
福
祉
課
ま

で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

入
園
申
込
書
は
９
月
３
日
㈪
以

降
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
が
可
能
で
す
。

http://w
w
w
.city.shim

otsuke.

　

lg.jp/

■
入
園
基
準

　

次
の
い
ず
れ
か
の
要
件
に
該
当

し
、
児
童
の
保
育
が
困
難
で
、
保

育
施
設
の
利
用
を
必
要
と
す
る
方

•

仕
事
を
し
て
い
る
（
フ
ル
タ
イ

ム
の
ほ
か
パ
ー
ト
タ
イ
ム
で
労
働

す
る
こ
と
を
常
態
と
す
る
こ
と
）

•

妊
娠
・
出
産
（
児
童
の
保
護
者

が
出
産
前
後
の
為
、
保
育
が
で
き

な
い
場
合
）

•

保
護
者
が
病
気
や
怪
我
等
に
よ

り
負
傷
し
て
い
る
、
ま
た
は
精
神

も
し
く
は
身
体
に
障
が
い
を
有
し

て
い
る

•

同
居
の
親
族
（
長
期
間
入
院
等

を
し
て
い
る
親
族
を
含
む
）
を
常

時
介
護
ま
た
は
看
護
し
て
い
る

　

９
月
３
日
㈪
か
ら
、
平
成
31
年

４
月
新
規
入
園
の
た
め
の
入
園
申

込
書
を
こ
ど
も
福
祉
課
と
各
施
設

で
配
布
し
ま
す
。

　

保
育
認
定
と
教
育
認
定
で
受
付

期
間
や
受
付
場
所
が
異
な
り
ま
す

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
保
育
園
・
認
定
こ
ど
も
園(

保
育

標
準
時
間
・
保
育
短
時
間
認
定)

■
受
付
期
間

　

10
月
１
日
㈪
〜
31
日
㈬

　

年
度
途
中
（
平
成
31
年
５
月
以

降
）
の
入
園
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

４
月
入
園
の
申
し
込
み
と
は
別
に
、

入
園
希
望
月
の
６
か
月
前
か
ら
受

付
を
行
い
ま
す
。

■
受
付
場
所

　

こ
ど
も
福
祉
課

■
申
込
方
法

　

次
の
必
要
書
類
に
ご
記
入
の
う

え
、
受
付
期
間
内
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

•

保
育
園
入
園
申
込
書
兼
支
給
認

定
申
請
書

•

児
童
の
心
身
の
状
況
に
つ
い
て

•

家
庭
の
状
況
調
査
票

•

勤
務
証
明
書
等
の
添
付
書
類

保
育
園
・
幼
稚
園
・
認
定
こ
ど
も
園

入
園
の
申
し
込
み
に
つ
い
て

■
問
い
合
わ
せ
先

こ
ど
も
福
祉
課

☎（
32
）８
９
０
３
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いつでも見学できますので、事前にご連絡ください。（特別支援学級はありません。）

小規模特認校
下野市立細谷小学校

○小規模特認校制度を活用して、現在13名の児童が
　在籍しています。（平成30年７月現在）
○１年生から６年生まで、何年生でも申し込みがで
　きます。

下野市にお住まいの方は、だれでも細谷小に入れます
～少ない人数だからこそ誰もが主役になれる～

小規模特認校制度を活用して通っている児童の保護者からの声をご紹介します！

【責任感・経験】 【学習】
○人数が少ないおかげで、一人ひとり
の責任感が強くなっているように感
じます。
　「誰かがやる」ではなく「自分がや
らなきゃ」という気持ちを持ててい
ると思います。
○少人数ゆえに色々な経験・体験がで
きるチャンスに恵まれ、重要な役割
を任されるので、本人の自信につな
がっています。

【先生】 【友達】
○担任の先生はもちろんのこと、他の学年の先生や教頭先生、
校長先生とも話しやすい雰囲気に、保護者としてとても安心
感をおぼえます。
○学校全員の先生の名前が覚えられるのもうれしいです。関わ
りが多いので学校行事やPTA活動に積極的に取り組んでいき
たいと思うようになりました。
○一人ひとりに目が行き届くので、先生方に見守られている安
心感・心強さがあります。安心して任せることができます。
○先生方がすべての児童を把握してくださっています。

○１年生から６年生まで全員が友達
という関係性が、アットホームで
居心地のよい雰囲気を作っている
と思います。
○少人数なので友達関係の心配があ
りましたが、みんな仲良く過ごし
ているようで安心しています。
○全校児童皆がお友達で仲が良いで
す。

○きめ細やかな指導をしていただき、分からないまま帰って
くることがありません。
○発言する機会も増えるので、自分の考えをまとめて相手に
伝える能力も育つと思います。
○授業が少人数であるため、分からないところや疑問点を分
かるように詳しく教えてもらえ、今のところ塾に行かせる
必要がありません。
○人数が少ないので、全員で体験したり、意見を言ったりで
き、自分で考える力が育つと思います。

■問い合わせ先　学校教育課　☎（32）8918　細谷小学校　☎（52）1133
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Sh imotsuke-C i t y  Topics まちの話題

中学生議会を開催しました
緊張しながらも元気に発言しました

　８月20日に市役所議場において中学生議会を開催
しました。市内４中学校、各校４名の計16名が２人
１組となって、市長や教育長に市政に対する質問や
要望などをしました。中学生議員からの質問や提言
等は、今後の市政運営に反映していきます。
　議会終了後は、市長とランチを食べながら意見交
換を行いました。

環境保全功労者等環境大臣表彰
おめでとうございます

　環境保全功労者等環境大臣表彰式が6月13日に
行われ、青木茂氏（有限会社アオキ代表取締役）
が地域環境美化功績者として表彰されました。
　同氏は、長年にわたり一般廃棄物収集運搬委託
業に従事し、地域の廃棄物行政に積極的に協力、
環境美化活動の推進等を行ってきました。

　８月５日から７日までの３日間、平和学習の一環として
市内４中学校の２年生８名が、広島県に派遣されました。
派遣団は、平和記念式典への参加や原爆ドーム、平和記念
資料館などを見学して平和の大切さを確認しました。
　南河内中の富永真緒さんは、「私達は被爆された方の話
を聞くことができました。しかし、原爆を経験された方は
年々減っています。私達には８月６日午前８時15分に起き
たことを風化させることなく受け継ぐ、重大な使命があり
ます。過去の過ちを繰り返すことなく、戦争で亡くなった
方の想いを背負い、これから生活していこうと思います。」

中学生の平和研修
広島市で平和について学びました

　８月４日、国分寺運動公園にて国分寺地区コミュニティ盆
踊り・花火大会が盛大に開催されました。子どもたちが楽
しみにしている夏の恒例行事で、今年33回目を迎えました。
　盆踊りでは威勢のいいお囃子や音頭に合わせ、多くの方
が意気揚々と踊られていました。今年は育成会や各種団体
など16団体が参加し、やぐらの周りの地面が見えなくなる
ほどの人が集まりました。
　大会の締めくくりに打ち上げられた大迫力の花火は、訪
れた人々を魅了しました。

国分寺地区コミュニティ盆踊り・花火大会
コミュニティの輪が広がりました

青　木　茂　氏
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